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★口永良部島の噴火に関する登山情報 

 

 

８月３日正午頃、口永良部島の新岳が噴火し、口永良部島に火

口周辺警報〔噴火警戒レベル３（入山規制）〕が発表されました。 

これに伴い、古岳登山道（七釜・畠ルート）は、噴火警戒レベ

ルが１（平常）以下に引き下げられるまでの間立ち入りを禁止し

ます。 

噴火警戒レベル３は、新岳火口から概ね２km以内の立ち入りが

禁止されており、飛散する噴石や火砕流などに対する警戒が必要

です。また、２km圏外においても、風により降灰や小さな噴石が

飛散する恐れがあるので注意してください。降雨時には土石流に

もご注意ください。 

登山者の皆様には御迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を

お願いいたします。 

現在、古岳登山道（七釜・畠ルート）は立ち入り禁止です 

会 場：屋久島世界遺産センター（屋久杉自然館バス停から徒歩２分、屋久島環境文化研修センター隣） 

期 間：10/３～11/３  時間：9:00～17:00（入館は 16:30 まで） ※入場無料 

新岳の過去の代表的な火山活動 

年代 活動経過・被害状況 

天保 12 年 

爆発により女性１名死亡。元村は

火災で全焼したため、本村へ全戸

移転。 

大正３年 
大きな鳴動とともに大量の硫黄

を噴出。 

昭和６年 

連続した３回の爆発により、噴火

口が２カ所発生。数日間地鳴り、

降灰、降石が続く。負傷者数名。 

昭和８～９年 

爆発が数回起こり、七釜地区が全

焼、壊滅。死者８名、負傷者 25

名、家屋焼失 36 棟、牛馬被害 15

頭、耕作地等に大被害。 

昭和 41 年 

２回の爆発により、噴煙が上空

5000m に達した。負傷者３名、家

屋損壊６棟、道路や山林地等に被

害。 

昭和 47 年 
島の南 70km での地震発生と同時

に爆発。 

昭和 48 年 爆発。以後ガスの噴出が続く。 

昭和 55 年 割れ目噴火により、マグマ噴出。 

平成 26 年 

（今回） 

34年振りに噴火。噴煙が上空800m

に達する。 

（参考） ・上屋久町郷土史 

・「有史以降の火山活動」（気象庁 HP より） 

世界遺産センター情報 Information 

貝の魅力展 ～いろんな形とおもしろい生態～ 
･屋久島で身近にみられる貝とその生態について、ポスターと 

標本を使ってご紹介します。 

･実際に見て触って貝殻を探すコーナーでは、自分の気に入った 

貝殻を標本やストラップにして持ち帰れます。 

･展示を見学すれば、きっと貝の新たな魅力を発見できるはずです。 

特別企画!! 

ミスガイ 

ネジガイ 

新岳火口 

立ち入り禁止の範囲 

（新岳火口より半径２km） 

http://www.env.go.jp/nature/biodic/commu-word/
mailto:RO-YAKUSHIMA@env.go.jp


※「自然に親しむ集い」のお知らせは、屋久島町のご協力により配布されています。 

 

トロッコ道を歩こう ～小杉谷の歴史ツアー～ 
 

  

  

  

  

  

  

講講師師：：若若松松  昭昭男男（（屋屋久久島島パパーーククボボラランンテティィアアのの会会副副会会長長、、屋屋久久島島エエココツツアア－－山山岳岳島島））  

  

○日  時：平成 26年 11 月９日（日）７：45～12：50（受付７：30～） 

○場  所：荒川登山口～小杉谷小中学校跡 

○参 加 料：１人 300 円（保険代） 

※ご家族で参加される場合は、２人目から１人当たり 100 円となります。 

○対 象 者：小学生以上（小学生は保護者同伴） 

※荒川登山口～小杉谷小中学校跡地のトロッコ道を、１時間程度で歩ける方を

対象とします。 

○募集人数：15 名（先着順）※保護者の人数を含みます。 

 

■集 合 場 所：屋久島世界遺産センター 

■服装･持ち物：登山に必要な装備〔長袖、長ズボン、トレッキングシューズ、ザック、登山

用雨具、防寒具（フリース）、帽子、手袋、着替え、飲み物、あめなどの

行動食、非常食、携帯トイレ等〕 

■そ の 他 ：悪天候等のため中止する場合は、11 月８日（土）19 時までに電話連絡致し

ます。 

参加をキャンセルする場合は、11 月８日（土）までに必ず屋久島自然保護

官事務所（Tel:0997-46-2992）までご連絡ください。また、当日、急遽参加

できなくなった場合は、【Tel：090-5743-8269】まで必ず連絡してください。 

 

★申込方法：電話、FAX、メールのいずれかの方法で、屋久島自然保護案事務所までお申し込

みください。FAX 及びメールでのお申し込みにつきましては、参加者全員の①住

所、②氏名、③年齢、④連絡先電話番号（固定電話及び携帯電話）を必ずご記

入ください。 

★申 込 先：環境省屋久島自然保護官事務所（屋久島世界遺産センター） 

Tel:0997-46-2992／FAX:0997-46-2977／E-mail：RO-YAKUSHIMA@env.go.jp 

★申込期間：平成 26年 10 月 16（木）～10 月 31 日（金） 

恐れ入りますが、定員に達し次第、募集を締め切らせて頂きます。 

 

共催：環境省九州地方環境事務所、屋久島町、（公財）屋久島環境文化財団 

かつて、ヤクスギなどの木材の伐採・搬出等で生計を営む人々が暮らしていた小

杉谷集落は、最盛期である昭和 35 年頃には 540 人もの多くの人が住む集落までに

発展し、郵便局や小中学校も建てられました。このツアーでは、子ども時代を小杉

谷集落で過ごした方に、当時の小杉谷集落での生活について語って頂きながら、小

杉谷集落跡までのトロッコ道を歩きます。 

貴重なお話が聞ける良い機会です。ぜひ、御参加ください♪ 

Tel:0997-46-2992%EF%BC%8FFAX:0997-46-2977

